
1

取扱説明書 赤外線温度センサ RD-500 シリーズ
No. RD51J3 2012.09

はじめに
このたびは，赤外線温度センサ[RD-500 シリーズ](以下，本器)をお買い上げ頂きまして，まことにありが
とうございました。
この取扱説明書(以下，本書)は，本器の設置方法，機能，操作方法および取扱いについて説明したものです。
本書をよくお読み頂き，十分理解されてからご使用くださいますようお願い致します。
また，誤った取扱いなどによる事故防止の為，本書は最終的に本器をお使いになる方のお手元に，確実に
届けられるようお取り計らいください。

ご注意
・本器は，記載された仕様範囲内で使用してください。

仕様範囲外で使用した場合，火災または本器の故障の原因になります。
・本書に記載されている警告事項，注意事項を必ず守ってください。

これらの警告事項，注意事項を守らなかった場合，重大な傷害や事故につながる恐れがあります。
・本書の記載内容は，将来予告なしに変更することがあります。
・本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審な点や誤り等お気づきのことがありましたら，

お手数ですが裏面記載の弊社営業所または出張所までご連絡ください。
・本器は，測定対象に近接させて使用することを前提に製作しています。

使用者が電源端子等の高電圧部に近づかないような処置を最終製品側で行ってください。
・本書の記載内容の一部または全部を無断で転載，複製することは禁止されています。
・本器を運用した結果の影響による損害，弊社において予測不可能な本器の欠陥による損害，その他す
べての間接的損害について，いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。

安全上のご注意((ごご使使用用前前にに必必ずずおお読読みみくくだだささいい。。))

安全上のご注意では，安全注意事項のランクを“警告，注意”として区分しています。
なお， 注 意に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつく可能性がありますので，記載
している事柄は必ず守ってください。

取扱いを誤った場合，危険な状況が起こりえて，人命や重大な傷害にかかわる事
故の起こる可能性が想定される場合。

取扱いを誤った場合，危険な状況が起こりえて，中程度の傷害や軽傷を受ける可
能性が想定される場合および機器損傷の発生が想定される場合。

警 告
・感電および火災防止の為，弊社のサービスマン以外は本器内部に触れないでください。
・感電，火災事故および機器故障防止の為，部品の交換は弊社のサービスマン以外は行わないでください。

安全に関するご注意
・正しく安全にお使いいただくため，ご使用の前には必ず本書をよくお読みください。
・本器は，産業機械・工作機械・計測機器に使用される事を意図しています。
代理店または弊社に使用目的をご提示の上，正しい使い方をご確認ください。(人命にかかわる医療
機器等には，ご使用にならないでください。)

・本器の故障や異常でシステムの重大な事故を引き起こす場合には，事故防止のため，外部に過昇温防
止装置などの適切な保護装置を設置してください。
また，定期的なメンテナンスを弊社に依頼(有償)してください。

・本書に記載のない条件・環境下では使用しないでください。
本書に記載のない条件・環境下で使用された場合，物的・人的損害が発生しても，弊社はその責任を
負いかねますのでご了承ください。

輸出貿易管理令に関するご注意
大量破壊兵器(軍事用途・軍事設備等)で使用される事がないよう，最終用途や最終客先を調査してくだ
さい。
尚，再販売についても不正に輸出されないよう，十分に注意してください。

注 意

警 告
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1. 形 名
1.1 形名の説明

R D - 5 -

02 2:1 (*1)

15 15:1視野角

CF クロスフォーカス (*2)

M 0～250
温度レンジ

H 0～500

出 力 0 直流電流 4～20mA DC(2 線式)

(*1): 視野角 2:1 を選択した場合，温度レンジ: 0～250 の仕様になります。

(*2): クロスフォーカスを選択した場合，温度レンジ: 0～500 の仕様になります。

1.2 形名銘板の表示方法

形名銘板は，本体側面に貼っています。

図 1.2-1

2. 測定対象
・問題の無い被測定物

食品，紙，プラスチック，織物，革，タバコ，製薬品，化学物質，ゴム，アスファルト，石炭など

・測定が困難な被測定物

メッキされた光沢のある金属，塗装やコーティングされていない金属など

・測定がやや困難な被測定物

鈍い光沢の金属，厚みの薄い透明のプラスチックなど

測定が困難な場合，黒体テープで放射率を高めることにより測定可能です。

3. 設 置
設置する際は，以下のことに注意してください。

・本器の先端は，可能な限り測定対象に近接させてください。

・本器の周囲温度が，70 を超えないようにしてください。

・本器のレンズ部分が，粉体またはゴミなどで覆われないようにしてください。

・煙，埃または水蒸気が多い環境で使用される場合，エアパージジャケット[APSW または APSN(別売品)]

を使用してください。(気流: 0.5～1.5 リットル/秒)

・電気的雑音，モーターおよびジェネレータから離して設置してください。

※別売品，固定取付金具(FBS)，調整可能取付金具(ABS)の取り付け方法は P.3 をご覧ください。

別売品，エアパージジャケット(APSW，APSN) の取り付け方法は P.4 をご覧ください。

形名

計器番号
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3.1 ターゲット寸法と測定距離

RD-502-M0(視野角 2:1) RD-515-M0, RD-515-H0(視野角 15:1)

図 3.1-1 図 3.1-2

RD-5CF-H0(クロスフォーカス)

図 3.1-3

3.2 別売品，固定取付金具(FBS)，調整可能取付金具(ABS)の取り付け方法

固定取付金具

形式：FBS

調節可能取付金具

形式：ABS

設置例 設置例

①取付金具を設置場所にネジ止めしてください。

[ネジはご用意ください(推奨サイズ: M4)]

②センサ本体の先端部をはずし，金具に通した後

締めなおしてください。

①取付金具を設置場所にネジ止めしてください。

[ネジはご用意ください(推奨サイズ: M4)]

②センサ本体の先端部をはずし，金具に通した後

締めなおしてください。

③上下の調整には六角レンチを使用ください。

(六角棒スパナ 2.5)

11.9

61.9

111.9

0 100 200mm

11.9

45.2
78.6

0 500 1000mm

11.9 5.0 12.5

0 100 200mm

①② ①②

③
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3.3 別売品，エアパージジャケット(APSW，APSN) の取り付け方法

センサ本体の温度上昇抑制，粉塵などのレンズへの付着予防にご使用ください。

・エアパージジャケットの適用空気流量は 0.5～1.5L/min です。

・本体適用上限温度は 70℃となりますので超えないようにしてください。

・送り込む空気は，清浄な，計測に適した空気を送り込んでください。

エアパージジャケット

(視野角 2:1 用)

形式：APSW

エアパージジャケット

(視野角 15:1,

クロスフォーカス用)

形式：APSN

設置例 設置例

①センサの先端の金具を取り外してください

②センサ本体を取付金具に通した後，

エアパージジャケットと挟み込んで締めて

固定してください。

(センサ先端部は保管しておいてください)

③エアパージジャケットへ，コネクタ・チューブ・

ポンプをつないでください。

①センサの先端の金具を取り外してください

②センサ本体を取付金具に通した後，

エアパージジャケットと挟み込んで締めて

固定してください。

(センサ先端部は保管しておいてください)

③エアパージジャケットへ，コネクタ・チューブ・

ポンプをつないでください。

4. 配 線

警 告
配線作業を行う時は，受信計器への供給電源を切った状態で行ってください。

電源を入れた状態で作業を行うと，感電のため人命や重大な傷害にかかわる事故の起こる可能性があります。

4.1 配線上の注意

・電気的雑音のある環境で使用する場合，シールド線を使用し，受信計器の接地端子に接続してくだ

さい。

受信計器に接地端子が無い場合，制御盤の接地端子に接続してください。

③③
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4.2 配線例

本器と電源(RDP-24)，指示計/調節計の配線例を以下に示します。

[ ] は，本器端子のマークチューブに記述している記号です。

RD-502-M0, RD-515-M0, RD-515-H0 の場合

※放射率は，調節計(ACS-13A-□/A)にて設定できます。

詳しくは，ACS-13A-□/A 取扱説明書をご覧ください。

放射率 0.95(固定)でご使用になる場合，任意の指示計または調節計をお使いください。

図 4.2-1

RD-5CF-H0 の場合

※放射率は，調節計(ACS-13A-□/A)にて設定できます。

詳しくは，ACS-13A-□/A 取扱説明書をご覧ください。

放射率 0.95(固定)でご使用になる場合，任意の指示計または調節計をお使いください。

図 4.2-2

5. 運 転

重 要
・周囲温度が著しく変化する場合，20 分以上放置した後，測定してください。

・大きい電磁場(例: アーク溶接機，誘導電気加熱炉など)の近くでは測定しないでください。

電磁波傷害は，測定誤差の原因になります。

被測定物への設置，配線が完了しましたら次の順序で運転を開始します。

(1) 本器電源 ON(RDP-24)

(2) 計器電源 ON(指示計/調節計/ACS-13A-□/A)

(3) 温度測定開始

[PWR+]

[PWR-]

電源(RDP-24)

指示計/

調節計(ACS-13A-□/A)

赤外線温度センサ

電源(RDP-24)

指示計/

調節計(ACS-13A-□/A)

[PWR+]

[PWR-]

[IP-][IP+]

赤外線温度センサ

[IP+]と[IP-]は短絡して,

ご使用ください。
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6. 仕 様
6.1 品 名，形 名

品 名 赤外線温度センサ

形 名 RD-5 - 0

6.2 定 格

温度レンジ

形 名 温度レンジ

RD-502-M0 0～250

RD-515-M0 0～250

RD-515-H0 0～500

RD-5CF-H0 0～500

電源電圧 24V DC(最大 28V DC), 25mA

6.3 一般構造

外形寸法 18×103mm(直径×長さ)

取付方式 取付金具固定方式(取付金具は別売品)

材 質 ステンレス SUS304

防滴・防塵構造 IP65

ケーブル長 1m

6.4 性 能

精 度 1% of reading または 1 のどちらか大きい値

再現性 0.5% of reading または 0.5 のどちらか大きい値

放射率 0.95 固定

0.200～1.000[別売品のデジタル指示調節計(ACS-13A- /A)使用の場合]

応答性 240ms(90%応答)

測定波長 8～14 m

最大負荷抵抗 900 (直流電流出力) (ただし，24V DC の時)

6.5 その他

周囲温度 0～70

周囲湿度 最大 95%RH(ただし，結露しないこと)

質 量 約 100g(ケーブル含む)

付属品 取扱説明書 1 部，ナット 1 個

別売品 ・固定取付金具(FBS) ・調整可能取付金具(ABS)

・エアパージジャケット(APSW) ・エアパージジャケット(APSN)

(視野角 2:1 用) (視野角 15:1，クロスフォーカス用)
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・デジタル指示調節計(ACS-13A-□/A)

・RD-500/RD-600 専用パワーサプライ(RDP-24)

安全環境仕様 RoHS 指令対応

CE マーキング対応

7. 外形寸法図(単位: mm)

RD-502-M0, RD-515-M0, RD-515-H0

ナット(付属品)

図 7-1

18

M16×1

12
103 1000

1
8

M16×1

18 4

2
1
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RD-5CF-H0

ナット(付属品)

図 7-2

8. 故障かな?と思ったら
下記に示す内容の確認を行ってください。

現象・本器の状態など 推定故障個所と対策

出力が出ない ・電源が入っていますか?

→電源を確認してください。

温度異常 ・配線が間違っていませんか?

→配線を確認してください。

・センサが断線していませんか?

→センサ導通を確認してください。

・レンズが汚れていませんか?

→レンズの汚れを取ってください。

レンズは，いつも清潔に保ってください。

レンズ上に異物があると，測定精度に影響します。

・・・お問い合わせ・・・

本器について不明な点がございましたら，大変お手数ですが本器の形名，計器番号をご確認の上，お買い

上げいただきました販売店または弊社営業所へお問い合わせください。

なお，動作上の不具合については，その内容とご使用状態の詳細を具体的にお知らせください。

18

M16×1

12
103 1000

1
8

M16×1

18 4

2
1

本 社

大阪営業所

東京営業所

名古屋営業所

TEL:(072)727-4571 FAX:(072)727-2993

URL:http://www.shinko-technos.co.jp

TEL:(072)727-3991 FAX:(072)727-2991
E-mail:sales@shinko-technos.co.jp

TEL:(048)223-7121 FAX:(048)223-7120

TEL:(052)331-1106 FAX:(052)331-1109

神奈川 TEL:(045)361-8270／FAX:(045)361-8271

静 岡 TEL:(054)282-4088／FAX:(054)282-4089

広 島 TEL:(082)231-7060／FAX:(082)234-4334

徳 島 TEL:(0883)24-3570／FAX:(0883)24-3217

福 岡 TEL:(0942)77-0403／FAX:(0942)77-3446

北 陸 TEL:(076)479-2410／FAX:(076)479-2411

兵 庫 TEL:(079)439-1863／FAX:(079)439-1863

京 滋 TEL:(077)543-2882／FAX:(077)543-2882

〒562-0035 大阪府箕面市船場東２丁目５番１号

〒562-0035 大阪府箕面市船場東２丁目５番１号

〒332-0006 埼玉県川口市末広１丁目１３番１７号

〒460-0013 名古屋市中区上前津１丁目７番２号

岡 山 TEL:(086)245-5133／FAX:(086)245-5136


